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フランス語 初級 用 教科 書 で用 い られる語彙 につ いて
一一 動詞の場合 一1)
西 野 清 治
0 大学での初修外国語の授業時間が、1つ の外国語をある程度ものにする
ためにはあまりにも少なすぎるということは言うまでもない。 初級の授業は大







のめすことになるし、逆に極端 に少なすぎても学習者の知 的好奇心を萎 えさ
せることになる。 また、 学習者 が検 定試験等に合格することを望 む場合に




1.調 査対 象 ・調 査方 法
1.1.調 査の 対象 として選 んだのは、比 較 的最 近 出された8冊 の初 級 用教 科書
である。これ らはいず れもいわ ゆる文法 読 本の形 をとっているものである毛)。
文 法読 本とは 、学習者 が読 むことのできるある程 度の長 さを持 った一連 の文
章(以 下 、 「購 読 用文 章 」と呼 ぶ)と 文法 事 項 の提 示 ・解 説 ・練 習 問題
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等 とが 合わ さって各課 を構 成 しているものであるとしてお きたい。 購読 用文
章 は大 きく分 けると、2人 以 上の人 物の 間でかわされる対話 形 式 になってい
るものと、対 話で はなく1人 の人物 による語 りの形 式 になっているもの との2
種 類がある。教科 書 によって、購 読 用 文章 が全 て対 話 形式 になっているも
のもあれ ば 、 全 て語り形 式 になっているものもあり、 また、 対話 形 式 と語 り
形 式 の 両方 を混ぜ ているものもある。教 科書 を作 成す る際 、購 読 用 文章 を
対 話 形式 にす るか語 り形 式 にす るかということは重要 な問 題 である。対話 形
式 のもの は、 日常 生活 のささいなことを話 す 会 話か 、旅行 す る時 に役 立っ
表現 を習 うための会話 か らなっていることが多 い。 語 り形 式 のもの は、 フラ
ンスの 文化 、風 土 、社 会 等 を描 写す る文 章か らなっていることが多 いように
思 われる。したがって、平 均 的 に 見れ ば 、対話 形 式 のタイプ にお ける文 章
は 比較 的 簡 単であるという印 象を受 け、語 り形 式のものは相 対 的 にや や難
しい と感 じられる傾 向があるように思われ る。 ただし、 対 話 形式 のものでも
かなり込 み 入った内 容 の会話 等 を含 んでいる場 合もある。1つ の教 科書 の
語 彙 の 面での特 徴 は 、このような対話 形 式/語 り形 式 というような形 式の違
いと関係 があるのだろうか。 今 回選 んだ8冊 はつ ぎのとお りである:
① 牛 場 由 紀 子:Departdestinationromans「 小 説 へ の 旅 立 ち 」
朝 日出 版 社1999年
② 佐 藤 公 彦:Destination白 水 社2000年
③ 野 村 二 郎:DouzelegconsatraversParis「 パ リー 周12課 」
白 水 社1999年
④ 久 松 健 一:felicitations駿 河 台 出 版 社2000年
⑤ 中 村 敦 子:LefranCaispourlevoyage「 や さしく学 ぶ 旅 の フラ
ンス語 」 第 三 書 房1999年
⑥ 大 野 一 道 、 金 光 仁 三 郎 、 南 部 全 司 、 渡 邉 浩 司;
Lesaventuresdek6ji「 コウジ の 冒 険 」
1駿河 台 出 版 社2000年
⑦ 照 木 健 、 石 井 啓 子 、 西 陽 子=Nouveauchemind'accesala
languefrangaise「 フランス語 へ の 新 しい 橋 」
第 三 書 房2000年
⑧Pierre-GiliesDelorme,安 田 悦 子:Sijet'aime_第 三 書 房2000年
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今回 の調査 では、全ての語彙 を調 べることはせ ず 、動詞 だけを扱 うことにし
て51、研 究の 内容 をできるだ け単 純 で明確 なものにしようと努 めた。上 にあ
げた教科 書 に見 られる全 ての動詞 の 出現 回数 を調 べ た。一つ の 出現 として
数 えられ たのは次 のものである6}。
(1)a.活 用 した形
b.形 容 詞 と同 等 の資格 で直 接 名詞 にかかるようにはなっていない過
去 分詞 。 即 ち、 動 詞 句 的 なものの1部 であるとみなせ るようなも
の。 例えば 、 受 動 態 の 中の過 去 分詞 、 複 合 過 去を構 成 す る過
去 分詞 等。


















l'enfance,(照 木 健 、 石 井 啓 子 、 西 陽 子lNouveauchemin
d'acc色salalanguefねngaise「 フラン ス語 へ の 新 しい 橋 」 第
三 書 房2000年p.44)
この(2)の 文 章 の 中 で 、 例 え ばetre「 で す 、 い る」 とい う動 詞 は 、estと
い う形 の 現 在 形 が3つ 、eteと いう形 の 過 去 分 詞 が1つ で 、 計4回 出 現 し
てい るとみ な され る。他 に 、avoxr(a,avait)が5回 、presnter(presentant)
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を始 めとす る10種 類 の動詞 がそれ ぞれ1回 つ つ 現れ ていると数 えられる。
(2)の ような購 読 用 文章 だけでなく、文 法の説 明 のための例 文や 練 習 問題
の文 に含 まれるものも数 えられ た。 ただし、 文字 として表 され ているもの に
限 ることとし、聞き取 り練 習 のため にCD等 に録 音だ けされ ている部 分 は除
外 され ている。 また、動詞 の活用 表 が載 っている場 合 、通 常そこには1つ
の動詞 につ き6つ の変化 した形 が書かれているが 、それ は1つ の動詞 が1回
現 れ たものとして考えた。 ある動詞 が活 用 表 として出され た場 合 、 それ だ
けで6回 の 出現 としてカウントされるとなると、他 のもの の出現 回 数 との比較
にお いてアンバ ランスが 生じはしないかという恐 れがあったか らである71。
L2.調 査 の結 果 は表 の形 で示す ことができるが 、 スペ ースを考 慮 して、1冊
につ いてだけ 、全 ての結 果 を表 にして示 し、残 りのものにつ いては 、部 分
的 にデ ータを示 す ことにしたい。 表 で示す ものは 、 長さの短 かった、 ほぼ
対話 形 式 からなる⑤Lefrangaispourlevoyage「 や さしく学 ぶ旅 のフラ
ンス語 」 である。
Lefrangaispourlevoyage「 や さしく学 ぶ 旅 の フランス語 」
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計
△visiter訪 れ る 4 1 5
◆titreで ある G 34 13 7 9 7 12 26 lI4
Oaimer愛 す る 12 1
13
Ochercher捜 す 1 2 1 2
6
Omonter上 る 1 5 6
Ofermer閉 め る 2
2
◆avoir持 つ 14 1 7 3 9
12 46
△reserver取 っ て お く 1 1 1 3




Ochanger変 え る 5 6
11




×[コcontresignerに 副 署 す る 2 2
Opreparer準 備 す る 1
1
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表 の一番 上の行 の数 字 は課 を表 している(Lefピangaispourlevoyage
で は 、 第5課 と第10課 が 復 習 の ための 課 になっているの で 、 カウント
され ていない)。 それ ぞ れの 単語 は 出てきた順 番 に並 んで いる。 表 の 下
の方 にある単語 ほど教 科 書 の後 ろの方 の課 になって初めて現 れたものであ
るということになる。それ ぞれ の枠 の 中の数 字 が、ある単 語 がある課 にお い
て何 回 現れ たのかを示している。例 えば 、上 の表 の最 初の動 詞visiter「訪
れる」 を見ると、 第1課 で4回 、 第9課 で1回 の計5回 現れ ているという
ことがわかる。各 動 詞 の左 についているマ ークは、その動 詞 の重 要度 を表
す。 ◆ 、 ○ 、(○)、 △ 、 ×の順 で 、 左 が最 も重 要度 が高 い。 このこと
につ いては、 後程 またふ れる。
3.調 査結 果 とその分析
3.1.ま ず 、今 回調 べ た8冊 の教 科 書それ ぞれ につ いて得 られた数字 を次 のよう
にまとめてみ る:
イ.動 詞 の全種 類 数 二.重 要 語彙 の 出現 回数
ロ.各 々の動詞 の総 出現 回数 ホ.出 現 回数 の多 い動詞
ハ.出 現回 数 が1回 しかない動 詞 の数
これ らのデ ー タを見ると、対話 形 式 の教科 書 と語 り形 式のものとの間 で 、い
くっか の違 いがあることが見て取れ る。
3.2.ま ず 、 上 のイ、 ロ、 ハ 、 の 点 に つ い て 、8冊 の 教 科 書 を 対 話 形 式 と語 り
形 式 に分 けて整 理 して み るS)l













































C.対 話 形 式 ・語 り形 式 の 混 合 教 科 書
③Douze_イ.145種 ロ.805回 ハ73種
まず 、Aの ② 、 ⑤ 、 ⑧ にお いて、 ハ(1冊 の教科 書 全 体 をとお して出
現 回数 がたった1回 だけの動 詞 が何 種 類 あるかを数えたもの)の 値 が他 に
くらべ極 端 に低 い。逆 にみ れ ば 、他 のものにお いては 、多 くの種 類 の動 詞
が1冊 の教 科 書の 中でたった1回 の 出 現回 数 しか 持 たないということにな
る。 さらに 、 最 終 的 にはこの ことに関連 することであるが 、 ロのイに対す る
割 合(ま たはイの ロに対 す る割 合でもよいが)が 、 や は り、Aの ② 、 ⑤ 、
⑧ にお いて1つ の特徴 を示 している。この3冊 で は、ロをイで割 った値 が 、
他 にくらべ て明 らか に高い。 この値 は、1つ の動 詞 が、 それ が含 まれると
ころの教 科 書1冊 の 中で 平均 して何 回 出現 したのか ということを表 している。
下 にまとめたように 、Aの ② 、⑤ 、 ⑧ にお いては 、1つ の 動詞 が平 均 して
お お よそ9回 前 後繰 り返 し現れ ているのに対 し、 他のもの におい ては 、平
均 して5回 前後 であるということになる=
















C,対 話 形 式 ・語 り形 式 の 混 合 教 科 書
{3Douze...805ニ145=5.5517...
このように、対 話 形 式の② 、⑤ 、⑧ にある種 の特 徴 が見 られ るが 、なぜ
同じ対話 形 式 のものであ りながら、 ④ と⑥ は異 なる振 る舞 いをす るのか。
its
特 に⑥ の値 は語 り形 式 の① 、⑦ の値 と似 ている。⑥ の購 読 用 文章 として
の対話 の 内容 をよく見てみると、 それが 、 ② 、⑤ 、 ⑧ のものとくらべ ると、
細か い人 間 関係 やそれ ぞれ の国の 文化 などを話 題 としていて、かなり込 み
入 ったもの になってお り、文 章全 体もそれ に応 じて長 くなっていることがわか
る。 つ まり、 ある教 科 書 が対 話 形式 になっていても、 対 話 の内 容が 込み
入っていて、文 章全 体もある程度 長 い場 合 には 、少 なくとも動 詞 の出現 形
態 に関 しては 、語 り形 式 の① 、⑦ と同じ特 徴 を示 す とい うことが言 えるかも
しれない。今 回 はこのようなケースが⑥ の1冊 しかなかったので、断 定す る
ことはできないが、 このような傾 向はありそうに思 える。
3.3.次 に、基本 単語とみなされている動詞 がどのような出現形 態をとっているか
を二 とホの デ ー タで 見 てみ よう。 基 本 単 語 の 制 定 は朝 倉 季 雄(1997>に
拠 った9)。
①Departdestinationromans「 小 説 へ の 旅 立 ち 」
二.◆12禾 重075禾 重(○)6不 重 △36手 重 ×26禾 重
ホ.1.◆etre
2.◆avoir「 持 つ 」
3.◆all.er「T7く 」
4.◆faire「 す る 」







7.◆vouloir「 欲 す る 」
7.◆prendre「 とる」
9.◆voirr見 え る 」
10.Oarriver





「到 着 す る」11回
11回
ODestination
二.◆12種061禾 重(○)6種 △19希 重 ×7禾 重
ホ.1.◆etre「 で あ る」223回
2.◆avoir「 持 つ 」118回
3.◆aller「f」 〒く」50回
4.◆venir「 来 る 」26回
5.Oaimer「 愛 す る 」25回
6.Oarriver「 到 着 す る」22回














ホ.1,◆ 色tre「 で あ る 」217回6.Otravailler「 働 く」21回
2.◆avoir「 持 つ 」90回7,◆vouloir「 欲 す る」17回
3.◆alter「 行 く」62回8,0parler「 話 す 」14回
4.Oaimer「 愛 す る 」24回9.◆prendre「 取 る」13回
5.◆venir「 来 る 」23回9.◆voir「 見 え る」13回
④felicitations
二.◆12種076種(○)8種 △35種 ×10種
ホ.1.◆etre「 で あ る」193回6.◆venir「 来 る」24回
2。◆avoir「 持 つ 」119回7.Omanger「 食 べ る 」21回
3。◆aller「 行 く」56回8.Ohabiter「 住 む 」17回
4.◆faire「 す る」40回9.Oarriver「 到 着 す る 」16回
5.Oaimer「 愛 す る」37回to◆dire「 言 う 」15回
⑤Lefrangaispourlevoyage「 や さ しく学 ぶ 旅 の フ ラン ス語 」
二.◆10種033種(○)3種 △8種 ×4種
ホ.1.◆etre「 で あ る」114回6.Ochoisi.r「 選 ぶ 」16回
2.◆avoir「 持 つ146回7.Oplairer気 に 入 る」14回
3.◆aller「 行 く」32回8.Oaimer「 愛 す る 」13回
4.◆prendre「 とる」28回9.Ochangerr変 え る」11回
5.◆vouloir「 欲 す る」22回9.◆venir「 来 る 」11回
⑥Lesaventuresdekoji「 コ ウジ の 冒 険 」
二.◆12種(◆)1種0100種(○)12種 △48種 ×32種
ホ.1.◆etre「 で あ る 」191回5.◆pouvoir「 で きる」21回
2.◆avoir「 持 つ 」130回7.◆dire「 言 う」20回
3.◆alter「 行 く」45回7.◆prendrerと る 」20回
4.◆faire「 す る」33回9.Oaimerr愛 す る 」19回




ホ.1,◆titre「 である」178回6.◆vouloir「 欲 す る」22回
2.◆avoir「 持 つ 」114回7.◆venir「 来 る」18回
3.◆alley「 行 く」44回8.Opartir「 出発 す る」16回
4,◆fairerす る」29回9.◆prendre「 とる」15回
5.Ochanter「 歌 う」23回10.◆pouvoir「 で きる」14回
●Sijet'aime...
二.◆11種028種(○)5種 △13種 ×5種
ホ.1.◆etre「 で ある」167回6.◆venir「 来 る」23回
2.◆avoirr持 つ 」65回7.Omanger「 食 べ る」17回
3.◆aller「 行 く」64回8.◆prendre「 とる」11回
4.Oaimerr愛 す る」44回9.Oetudier「 勉 強 す る」9回
4.◆faire「 す る」44回9.Omettre「 置 く」9回
二 の デ ー タ に お い て は 、基 本 単 語 と して の 重 要 度 の 面 か ら見 て 段 階
づ け られ た そ れ ぞ れ の 単 語 の 種 類 が どれ く らい の 割 合 で 含 ま れ て い る
か と い う こ と を 見 る こ と が で き る 。比 較 的 重 要 度 が 高 い グル ー プ(◆i
(◆)、 ○ 、(○)の 単 語)と 重 要 度 度 が 低 い グ ル ー プ(△ 、 × の 単 語)
が そ れ ぞ れ 全 体 的 な 種 類 の 総 数 に対 して 占 め る割 合 を み て み よ う:
A.対 話 形 式 教 科 書










C.対 話 形 式 ・語 り形 式 の 混 合教 科 書
③Douze_69% 31%
これ らの数 字 の 間 には それ ほ ど 目立 った 差 は な いが 、3 .2.で 見 た の
と同様 に 、や は り、② 、⑤ 、⑧ にお け る割 合 だ けが70%を 越 えて いて 、
他 よ りもわ ず か なが らや や 高 め で あ る。
×印 の単 語 の割 合 だ け をみ る と、対 話 形式 の 教科 書 と語 り形 式の もの
との差 が よ り顕 著 に表れ る:























c対 話 形式 ・語 り形式 の 混合 教 科 書
③Douze...12%
語 り形式の ものや、内容が比較的込み入 った⑥ で ×印の単語の割合が
比 較的高いのは、さまざまな事柄 を表現するためには どうして もいろ
いろな種類の単語が必要 になる ということであると考 え られ る。
ホで は、8冊 の各教科書 が、基本単語の うちのどの動 詞を多 く出現 さ
せて いるかが表 されて いる。どの教科書で も、◆印の単語がある程度
上位 を占めて いる10)。各教科書の特徴は、○印の単語 を上位10位 まで
のうちにどの くらい含んでいるのか とい うことに表れて いる。○印の
単語が比較的多いのは、対話 形式の② 、④ 、⑤ 、⑧ で あ り、これ らは
4つ 以 上含んでいる。◆印の動詞は、ほ とん どが不規則活 用の動詞で
あるが 、意味的にも構文的にも重要な ものであ り、さまざまな ことを
描写す るために どうして も必要 となる ものなので、語 り形式のもの に
多 く含 まれているということではないか。さ らに、上位10位 の中に含
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まれる○印の動詞 は大半がer型 活用動詞な どの規則動詞である。規則
動詞が頻繁 に現われ るとい うことは、学習者が さまざまな活用形に悩
まされ ることがそれだけ少な くなる とい うことで もあるといえるか も
しれな い。初級の段階で、動詞に関 して はrま ず規則動詞の活用の習
得を優先的に考 えるという方針 の下であれば、規則動詞が頻繁に現わ
れる ことはよい ことであろう。しか し、それ とは異なる方針がある場
合 には、また別 の評価 にな るだろう。
3.4.上 で わか った こ とを も う一 度 簡単 に ま とめて お こ う:
i.対 話 形 式 の② 、⑤ 、⑧ で は、た った1回 しか 出て こな い動詞 の種 類
数 が他 に く らべ て 少な い。
ii.対 話形 式 の② 、⑤ 、⑧ で は 、1つ の 種類 の 動詞 が1冊 の 中で 平均 し
て9回 前後 出現 して い る。他 の もので は、平 均5回 前後 出現 して い
る。
iii.基 本 単 語 の 中で も◆ 印 、○ 印な どの つ いた 重 要動 詞 に 関 して は 、8
冊 全 体 を通 して あ ま り差 は な いが 、対話 形式 の② 、⑤ 、⑧ で ほん の
少 しそ れ らの重 要 動詞 が 含 まれ る割 合 が 高 い。
1V.基 本単 語 の 中で 重要 度 が 比 較 的低 い と され た 動詞 が 含 まれ る割 合
は 、対 話形 式 の② 、④ 、⑤ 、⑧ で は他 に く らべ著 しく低 い。
V.対 話 形 式 の② 、④ 、⑤ 、⑧ では 、出現 回数 で み た 上位10位 の 動詞
の 中 に、規 則 動詞 が比 較 的 多 く含 まれ て いる。
vi.⑥ は対 話 形 式で あ るが 、他 の対 話 形 式の 教科 書 とは 異な る振 る舞
い を し、む しろ語 り形 式 の もの と似 通 った特 徴 をみせ て い る.⑥ で
は 、他 の対 話 形式 の教 科 書 に く らべ 文章 全体 が 長 く、そ の内容 も込
み 入 って い る。
4.ま とめ
初修外国語 としてのフランス語の初級教科書 では、語彙の面で学習
者 に負担 を掛 け過 ぎないようにす ることは必要な ことではないか。そ
の 一方で 、学習者の知的好奇心 にもある程度答え られ ることが望ま し
い し、単語をで きるだけ多 く覚 えて もらいた いわけで もある。そのた
め には、1冊の教科書に どれ くらいの種類の単語 をいれればよいのか、
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1つ の単語が どのよ うなイ ンターバルで何 回出現すれ ばよ いのか とい
うよ うな質問 に対す る心理学 的な答え も、よ り進んだ段階では有用で
あ ることは間違いないfll。今回の調査では とて もそ のよ うな段階 まで
は 到達 して いない。今回わか った ことは、対話形式 の教科書 と語 り形
式 の教科書 との間で動詞の語彙 に関 していくつかの相違が見 られた と
い うことである。よ り正確に言えば、比較的短 く、単純な 内容の購読
用 文章を含む教科書 とそ うではない教科書 との間に相違がみ られた と
い うことである。対話形式の教科書を作れ ば、1つ の動詞が何回も繰
り返 し現われ 、基本単語 としてそれ ほど重要度が高 くない動詞はあま
り含まな いな どといった特徴 を持つ教科書が作 りやす くなる可能性が
高いのではな いか とい うことは示せた 囲。しか し、もちろん、学習者
一人一人がいろいろな欲求 をもって いるので
、そのよ うな教科書が ど
んな場合で もよ いとは言いきれな い。また、フランスの文化や風土な
どを描写す る語 り形式 のものを作 った場 合で も、作成 者の意識的な操
作 によ り、語彙の面でシンプルな もの を作 る ことも不可能ではな いだ
ろう。
注
1)本 論 文 は 、1998,1999年 度 神 奈 川 大 学 言 語 研 究 セ ンタ ー 共 同 研 究 「フ ラ ン
ス 語 初 級 教 科 書 の 研 究 及 び 作 成 」 と して 行 わ れ た 研 究 の 一 部 を ま とめ た も
の で あ る 。
2)外 国 語 学 習 の 初 期 の 段 階 に お け る 限 られ た 時 間 の 中 で 語 彙 の 習 得 に も 力 を
入 いれ る こ と は簡 単 な こ とで は な い よ う に思 わ れ る。 母 国 語 と して の フ ラ




3)注1で あ げ た 共 同 研 究 の 一 環 と して 、 フ ラ ン ス 語 初 級 用 教 科 書 の 作 成 も行
わ れ た 。
4)注3で 書 わ れ て い る教 科 書 が 文 法 読 本 の 形 を と っ て お り、 そ の 関 係 で 文 法
読 本 の もの を 選 ん だ 。








6)あ る 語 が(1b),(1c)に 該 当 す る もの か ど うか の 判 断 は 難 し い場 合 も あ った 。
7)今 回 の 研 究 で は 手 の 届 か な い性 質 の 、 学 習 者 の 記 憶 な ど と い っ た 心 理 学 的
な 観 点 か ら考 え た と き 、学 習 者 が あ る 動 詞 に 活 用 表 で___,.に6回 出 会 う の
と、数 ペ ー ジ 内 で 何 度 か に分 け て6回 出 会 うの とで は ど ち らが 有 効 な の か と
い う こ と も考 慮 に入 れ る こ とが で き れ ば 、 い っ そ うよ い で あ ろ う。
8)対 話 形 式 の タ イ プ の 教 科 書 で あ る と 区 分 され た もの で も 、 全 て の購 読 用 文
章 が 対 話 形 式 にな って い る も の は少 な く、 全 体 の12課 な い し13課 の うち
の1課 か2課 分 は 語 り形 式 の購 読 用 文 章 にな って い る 場 合 の ほ うが 多 い。
9)朝 倉(1997)に お い て 、色 刷 りで しか も◆ 印 の つ い た も の は 、◆ 印 を つ け た 。
色 刷 りでiな に もつ いて いな い も の に は○ 印 を つ け た 。 色 刷 りに な っ て い
な い もの に は △ 印 を つ け た 。朝 倉(1997)に 載 っ て いな い も の に は ×印 を つ
け た 。代 名 動 詞 は 、 も と にな る動 詞 と は 別 に カ ウ ン トしたa(○)印 の つ い
て い る も の は 、 も と に な る動 詞 は 色 刷 り され て い る が 、 そ の 代 名 動 詞 自身
は 色 刷 りに は され て い な い もの で あ る。例 え ば 、trouverは 色 刷 り され て い
る の で ○ 印 が つ け られ て い る が 、trouverの 見 出 しの 下 に で て く るse
trouverは 色 刷 り され て いな い の で 、(○)印 を つ け る よ う に した 。した が っ
て 、 ◆ 、(◆)、 ○ 、(○)、 △ 、 × の 順 序 で 、 右 に 行 く ほ ど重 要 度 が 低 くな
るn朝 倉 に お い て は 、 基 本 単 語 の 重 要 度 は 、 お も に 各 単 語 の 頻 度 を も と に
決 め られ て い る 。 基 本 単 語 の 重 要 度 を 決 め る と き 、 単 語 の頻 度 が あ る 程 度


















10)特 に 、 上 位3位 まで はr8冊 と も 全 て 、1位titre「 で あ る」、2位avoir「 持
つ 」、3位aller「 行 く」 とい う順 位 にな っ て い る。 この こ と は 、興 味 深 い 事
実 だ が 、何 を意 味 す る の か は 今 は よ くわ か らな い。 ま た 、壱treはc'estと い
う 形 で 現 わ れ る こ とが 多 か った り、plaireはs'ilvousplaitの 形 で 現 わ れ る
こ とが ほ とん どで あ る と い うよ うな こ と も あ る。
11)単 語 が 習 得 され る た め に は 繰 り返 しそ の 単 語 に 接 す る こ とが 必 要 で あ る こ
と は 言 う もで も な い が 、 どの よ うな か た ち で そ れ が お こな わ れ る か と い う




12)非 基 本 語 彙 が ま っ た く悪 い と い う こ とで は な い だ ろ う 。 次 の よ う な 指 摘 も
あ る 。「教 科 書 に 基 本 語 い を多 く入 れ る こ と と 、教 科 書 を 基 本 語 い だ け で 編
集 す る こ と と は 、全 く別 問 題 で あ る。基 本語 い だ け で 教 材 を編 集 す れ ば 、基
本 語 い 表 に 出 る 語 の組 み 合 わ せ で で き る 話 題 しか扱 え な い こ と に な る 。
そ の 結 果 は 、 あ ま りに も平 凡 な 、 日常 的 話 題 だ け を扱 う こ と とな り、 生 徒
の 学 習 意 欲 を減 退 させ る こ と とな る。 と く に 、 外 国 語 教 育 で は 、 語 学 的 年
齢 と 、現 実 の 精 神 的 、 肉体 的 年 齢 との 不 調 和 を で き る だ け 小 さ く押 さ え よ
う とす る 結 果 、き わ め て 低 い 文 法 ・文 型 に 、や や 高 度 の 語 い を は め こん で 、
無 理 を承 知 で 現 実 の 年 齢 に い さ さか で も近 い話 題 を扱 わ な け れ ば な らな い
… そ こ で 、 外 国 語 と して の 英 語 の 教 材 の 語 い は 、 多 数 の 基 本 語 の 中 に 少 数
の 「話 題 に必 要 な 非 基 本 語 」 を含 む こ と に な る 。 これ らの 非 基 本 語 は 、 基
本 語 を 円 滑 に動 か す 潤 滑 油 の よ うな 作 用 を す る もの で 、教 材 に 興 味 を 添 え 、
学 習 者 に 学 習 の 動 機 を与 え る もの で あ る。教 材 を 批 判 して 、「これ これ の 基
本 語 が 出 な い 先 に この よ うな 非 基 本 語 が 出 る の は 困 る 」 と い うよ うな 意 見
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